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要       約 

太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲量には明瞭な増加期と減少期がある。近年

では 1995年から増加がみられ、1998、1999年に過去最高を記録した。しかしながら、そ

の後減少し、2001 年にはピークの 1/3 程度に落ち込んだ。2002、2003 年には若干増加し

たが、資源は減少傾向にあると考えられる。 

平成 16年ABC算定のための基本規則１－３）－（３）に基づいてFlimit=0.8 × 30%SPR

とし、この時の漁獲量を ABC limitとした。また、Ftarget=Flimit ×0.8とし、この時の

漁獲量を ABCtargetとした。 

2005年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 64トン 0.8F30% 0.26 21%

ABC target 51トン 0.8・0.8F30% 0.21 17%

F値は各年齢の平均値

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） F値 漁獲割合

2002 365 173 0.51 47%

2003 386 183 0.68 47%

2004 322

年は暦年、F値は各年齢の平均である。

 

（水準・動向） 

水準：中位  動向：減少 

 

１．まえがき 

ヤナギムシガレイは体長 35cmほどに達する中型の異体類で、北海道南部以南の日本各地

から黄海、渤海および東シナ海の水深 400ｍ以浅の砂泥域に分布している。本種は干物とし

ての産業的価値が高く、特に抱卵している雌を軽く干したものは「子持ちヤナギ」とよば

れ人気が高い。太平洋北部海域においては主に底びき網によって漁獲され、沖合底びき網

漁業における漁獲量は 1970年代前半には 200トンを超えていたものの、1980年代後半か

ら 1990年代前半には 20トン以下にまで減少した。1990年代後半から再び増加し、1998、
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び寿命には雌雄差があるため、体長組成を１：１に分けてから雌雄別の age-length key

を用いて年齢分解を行った。なお、４歳以下、全長 30cm 以下の雌雄比は１：１とし、

５歳以上、全長 31cm 以上はすべて雌とした。本種は 1 歳の途中から漁獲され始めるた

め１歳以上を対象とし、５歳以上の個体は少ないため、５歳は６歳以上を含めたプラス

グループとした。 

各年齢、各年における資源尾数 Na, yは、以下に示す Popeの近似式(1972)を用いて求

めた。 

Na,y =Na+1,y+1 exp(M)+Ca,y exp (M/2) 

ここでNa,yはy年におけるa歳魚の資源尾数、Ca,yはy年におけるa歳魚の漁獲尾数である。

最近年(2003 年)、最高齢（プラスグループ）および最高齢－１歳魚の資源尾数は以下の

式で求めた。 

Na,2003=Ca,2003 exp(M/2)/(1-exp(-Fa, 2003)) 

N5+,y＝C5+,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C5+,y × exp(M/2) 

N4,y=C4,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C4,y × exp(M/2) 

ターミナル Ft を除く漁獲死亡係数

F値の計算は以下の式で求めた。 

表２．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの年齢別漁獲尾数（千尾）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003

1 1,445 246 32 715 354 525

2 2,612 1,625 186 215 761 173

3 543 1,060 1,484 59 380 395

4 187 199 423 364 114 200

5 16 41 57 152 136 222

合計 4,802 3,171 2,182 1,505 1,744 1,515

表３．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源尾数（千尾）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003

1 7,942 1,431 1,819 3,350 1,109 2,798

2 5,896 4,910 898 1,388 1,978 551

3 1,061 2,286 2,390 535 892 869

4 296 347 846 551 364 360

5以上 25 71 114 324 154 400

合計 15,219 9,046 6,066 6,149 4,497 4,978

注）コホート解析による推定値。

表４．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲死亡係数

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003

1 0.23 0.22 0.02 0.28 0.45 0.24

2 0.70 0.47 0.27 0.19 0.57 0.44

3 0.87 0.74 1.22 0.13 0.66 0.72

4 1.26 1.05 0.84 1.38 0.44 0.99

5以上 1.26 1.05 0.84 1.38 0.44 0.99

平均 0.86 0.71 0.64 0.67 0.51 0.68

注）コホート解析による推定値。

表５．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源重量（トン）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003

1 172 31 39 73 24 61

2 368 306 56 87 123 34

3 125 270 282 63 105 102

4 53 62 151 98 65 64

5以上 8 22 35 101 48 125

合計 725 691 563 421 365 386

注）資源尾数に各年齢の平均体重（６月）を乗じたもの。

性比は1:1と仮定し、５歳魚以上の個体はすべて雌とした。

Fa,y=-ln(1-(Ca,y exp(M/2) /Na,y)) 

最高齢の Ftは最高齢－１齢魚の Ft

と等しくなるように探索的に求め、そ

れ以外の Ft は過去５年間の平均値と

した（表４）。 

また、ヤナギムシガレイは 20 年以

上生きることも報告されているが、

2002年および 2003年に漁獲、年齢査

定された 2,700個体のうち、10歳以上

の個体はわずか３個体であった。そこ

で寿命を 10 年と仮定し、田内・田中

の式（田中 1960）より自然死亡係数

は 2.5/10=0.25で一定とした。 

また、求めた年齢別資源尾数に４歳

以下は雌雄の和を２で割った体重を、

５歳以上では雌の体重を乗じ、資源重
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表６．F値（各年の平均値）の変化による資源量および漁獲量の推移

漁獲量（トン） 資源量（トン）

F 基準値 2005 2006 2007 2008 2009 2005 2006 2007 2008 2009

0.00 0 0 0 0 0 302 463 669 870 1,072

0.11 0.20 Fsus 28 43 62 77 96 302 425 564 679 779

0.21 0.37 Fsus 51 69 93 107 130 302 397 495 565 620

ほぼF targetに相当

0.26 0.38 Fsus 64 81 104 117 139 302 382 461 513 552

ほぼF limitに相当

0.57 Fsus 135 121 126 122 130 302 309 318 320 321

0.68 1.19 Fsus 159 127 124 116 121 302 289 284 281 280

ほぼF currentに相当

資源は中位減少傾向であるため、ABC算定のための基本規則（平成 16年度）の 1－3）

－(3) に基づいて F にβ1=0.8 を乗じて 0.8F30%とし、このときの漁獲量を ABC limit

とした。また、安全率 0.8を Flimitに乗じたものを Ftargetとし、このときの漁獲量を

ABCtargetとした。 

その結果、ABClimit=64トン、ABCtarget=51トンと推定された。 

 

（３）ABCの再評価 

 再評価の結果、2003年の ABCにはほとんど変化がなかった一方、2004年の ABCは再

評価で減少した（表７）。これは、加入量が少なかったためである。このことを踏まえ、2004

年以降の加入量を昨年よりも少なめに見積もり、資源評価を行った。 

2005年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 64トン 0.8F30% 0.26 21%

ABC target 51トン 0.8・0.8F30% 0.21 17%

F値は各年齢の平均値

 

７．ABC 以外の管理方策への提言 

表３に示したように、ヤナギムシガレイの加入量には大きな年変化があるが、現状では加

入量を予測することができない。そのため、ここでは加入量を一定としている。ただ、少

なくとも現状の漁獲では親魚まで生残する確率が非常に低いため、漁獲量をある程度保ち

つつ親魚を残す ABC limit の設定は現在ある情報の中では最適であると考えられる。参考

までに加入量を５年前に発生した卓越年級分も含めた平均値にすると、0.8F30%で漁獲し

た場合、５年後の資源量は漁獲が大幅に増大した 1998年を超すレベルに達すると考えられ

表７．過去の管理目標・基準値、ABC(当初・再評価）のレビュー（単位はトン）

評価対象年（当初・再評価） 管理基準1 資源量 ABC limit ABC target 漁獲量 管理目標

2003年（再評価） 0.8F30%SPR(0.27) 416 79 65 183 親魚量確保

2003年（再々評価） 0.8F30%SPR(0.26) 386 84 70 183 親魚量回復

2004年（当初） 0.8F30%SPR(0.27) 411 83 68 親魚量確保

2004年（再評価） 0.8F30%SPR(0.26) 322 63 52 親魚量回復

1;ABClimitに対する資源管理基準（略号）とそれに相当するF値（年あたり）

資源量、漁獲量、ABCの単位：トン、漁獲量は暫定値
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